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 差額通知について  

先発医薬品の処方を受けている患者に対して、ジェネリック医薬品に切替えた場合の 

自己負担額の軽減について個別にお知らせするもの 

福岡県国民健康保険組合連合会資料より引用 

県実施のモデル事業 

  平成２１年度より、差額通知のモデル事業を開始 

  平成２７年度は、９市町（下記）及び後期高齢者医療広域連合で実施 

   （毎月通知を送付） 

   飯塚市、大野城市、春日市、嘉麻市、久留米市、太宰府市、筑紫野市、那珂川町、桂川町 

主な保険者での取組 

 全国健康保険協会（協会けんぽ） 福岡支部 

 ・平成２６年度は171,295件の通知を送付（全２回） 

 ・平成２６年度第１回通知により、通知翌月において29.7％の方が 

  GEに切替え、それにより約3,500万円／月の削減効果があった。 

  健康保険組合連合会福岡連合会 

 ・３２組合中２２組合で実施（平成２５年度時点） 

  福岡県国民健康保険組合連合会 

 ・６４保険者中６２保険者の差額通知作成業務を受託（平成２６年度） 

 ・福岡県国保において、平成２７年３月処理データまでで、 

  累計322,144人に通知し、累計27.3％が切替えた。それにより、 

  同月処理データにおいて、約7,400万円／月の削減効果があった。 
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 差額通知事業の実績について  

国保連合会 

システムでの 
通知開始時期 

通知事業の実績 後発医薬品 
普及率(新指標) 

通知者数 切替者数 切替率 薬剤費削減額   数量 金額 

（累計, ①） （累計, ②） （%, ②/①） (円／月)   (%) (%) 

飯塚市 平成23年10月 14,095  2,953  21.0  2,002,065    52.5  31.5  

大野城市 平成24年 2月 3,621  1,191  32.9  1,057,717    55.4  37.8  

春日市 平成25年 4月 3,977  977  24.6  1,087,413    54.3  37.2  

嘉麻市 平成24年 5月 3,783  680  18.0  461,460    49.3  26.3  

久留米市 平成24年 3月 8,792  2,960  33.7  3,475,361    60.2  37.5  

太宰府市 平成23年10月 5,468  1,641  30.0  1,227,245    57.1  37.9  

筑紫野市 平成23年12月 5,329  1,719  32.3  1,565,791    55.7  36.3  

桂川町 平成24年 5月 1,333  222  16.7  153,209    50.8  28.5  

那珂川町 平成24年 4月 2,904 899 31.0 814,454 58.7 37.4 

後期高齢 平成23年12月 243,459  100,384  41.2  116,970,562    52.2  31.0  

県のモデル事業を実施している10保険者における差額通知事業の実績 

※通知対象者の選定（各保険者で一部異なる場合あり） 

• 差額が100円以上（後期高齢は概ね200円以上） 

• 悪性腫瘍、精神疾患のものを除外 

• 短期に処方された薬剤を除外 

 

• 公費負担医療受給者（一部保険者では除外していない）を除外 

• 前回通知から一定期間経過していないもの、過去複数回送付済みのものを除外 等 

（平成27年3月処理データ分、一部抜粋） 
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 基幹病院採用ジェネリック医薬品リストについて  

ジェネリック医薬品の使用促進を目的として、県内あるいは地域の基幹病院が採用して 

いるジェネリック医薬品のリストを作成し、医療機関・薬局に配布 

対象地域 配布時期 基幹病院数 配布先 備考 

福岡県全域 平成27年2月 12施設 
県内21医師会：計4462部 
県薬剤師会：2500部 

平成21年3月、 
平成24年10月にも配布 

福岡市 平成27年3月 13施設 
福岡市医師会及び基幹病院：計1430部 
福岡市及び周辺の薬剤師会：計1040部 

各地区の地域協議会に 
リスト作成委員会を設置し

て作成 

北九州市 
（八幡地区） 

平成27年3月 6施設 
八幡及び周辺の医師会：計476部 
八幡及び周辺の薬剤師会：計1220部 

八女筑後地区 平成27年3月 2施設 
八女筑後医師会：107部 
八女筑後薬剤師会：75部 

田川地区 現在作成中 

  病院・診療所において、後発医薬品の採用品目を決定する

際の参考となった。 

 薬剤部から医師にジェネリック採用品目を説明する際に、 

  説得材料として活用できた。 

福岡県基幹病院採用ジェネリック医薬品リスト（抜粋） 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（１）  

県内の病院、薬局や県政モニターを対象に、ジェネリック医薬品に関するアンケートを実施 

対象者 実施時期 

病院 平成18年度から2年に1度 

薬局 平成20年度から2年に1度実施 

県政モニター（一般県民） 平成19年度、平成22年度から2年に1度実施 

主な結果（病院向けアンケート） 
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積極的 どちらとも言えない 消極的 

● ジェネリック医薬品の採用について 
● （左記で消極的と回答した医療機関において） 
  ジェネリック医薬品の採用に積極的でない理由 

平成26年度調査において、回答数上位 

であった項目 

 在庫管理が煩雑 

 情報不足 

 品質の不信感 

 安定供給 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（２）  

主な結果（病院向けアンケート） 

● ジェネリック医薬品の採用時に重視する基準 
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安定性等の品質 生物学的同等性 病院経営への寄与 他施設での採用状況 

GEメーカーへの信頼度 製剤設計、包装上の工夫 その他 

● 後発医薬品使用体制加算の届出について 
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● 一般名処方の発行について 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（３）  

主な結果（薬局向けアンケート） 

平成２６年度 平成２４年度 

平均処方箋枚数 ４３３枚 ４６９枚 

「変更不可サイン」有の処方箋枚数 ９６枚 １０３枚 

１品目以上GEを調剤した処方箋の割合 ６３．３％ ５８．０％ 

銘柄指定されたGEをそのまま調剤した品目が
１つ以上あった処方箋の割合 

３１．４％ ３２．５％ 

一般名処方の割合 ４２．８％ ３６．６％ 

一般名処方のうちGEを調剤した割合 ８４．３％ ７８．６％ 

GEへ変更し調剤した割合 ９．６％ ７．１％ 

※回答が有効であった施設について集計（H24調査：n=1,268、H26調査n=1,395） 

●受け付けた処方箋の状況（１０日間） 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（４）  

主な結果（薬局向けアンケート） 

●  一般名処方された品目についてＧＥを調剤しなかった理由 
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※回答が有効であった施設について集計（H26調査n=1,887 、H24調査：n=1,348） 
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※回答が有効であった施設について集計（H26 調査:2,115 例、H24 調査:1,870 例） 

H24年度 H26年度 

加算１  5点（22 %） 18点（55 %*） 

加算２ 15点（30 %） 22点（65 %*） 

加算３ 19点（35 %） - 

● 「後発医薬品調剤体制加算」の届出状況 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（５）  

主な結果（薬局向けアンケート） 

●  ジェネリック医薬品の採用基準 

※回答が有効であった施設について集計（H24調査n=1,874、H26調査n=2,117） 
※複数回答 
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卸業者が勧めるもの 

特定のメーカーのもの 

情報提供が優れている 

薬価が安く、削減効果が高い 

品質が優れている 

近隣の医療機関で採用されている 

流通が安定している 

品質、供給体制等を総合判断 

H26 

H24 
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 病院・薬局等に対するアンケートについて（６）  

主な結果（県政モニター向けアンケート） 

● ジェネリック医薬品を知っていますか 
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● 先発医薬品とジェネリック医薬品のどちらを希望するか 

10 



 病院・薬局等に対するアンケートについて（７）  

主な結果（県政モニター向けアンケート） 

● ジェネリック医薬品を希望しない場合、ジェネリック医薬品を希望しない主な理由 
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医師、薬剤師が、ジェネリック医薬品を勧めないから 

家族、友人等が、ジェネリック医薬品を勧めないから 

期待するほど、支払金額が安くならないから 

以前、利用したが、自分に合わなかったから（味、大きさ、使用感など） 

効果や安全性等に対して、不安があるから 

その他 
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 その他  

県政出前講座 

 福岡県では、県の取組などについて、県職員が県民に 

対して説明する「ふくおか県政出前講座」を実施している。 

 薬務課では「ジェネリック医薬品を使ってみよう」と 

題して、ジェネリック医薬品とは何かということともに、 

ジェネリック医薬品の使用促進に関する県の取組に 

ついても説明している。（平成21年度から実施） 

年度 実施回数 受講者数 

平成24年度 5回 125人 

平成25年度 7回 172人 

平成26年度 6回 263人 

● 最近3年間の実施実績 

啓発資材の作成・配布 

 一般県民向けのジェネリック医薬品の 

使用促進啓発を目的としたパンフレット 

（ジェネリック医薬品Ｑ＆Ａ）等の作成、配布 

を実施 
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